
暮
ら
し
●
お
知
ら
せ

の

Inform
ation

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

補
助
金
を
交
付

　
市
で
は
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
を
設
置
し
た
人
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
補
助

金
の
交
付
要
件
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
設
備
と
補
助
額（
上
限
額
）

◦
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
…
9
万
円

◦
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）…

10
万
円

◦
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

…
7
万
円

◦
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム（
H
E
M
S
）機
器
…
1
万
円

◦
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
…
5
万
円

◦
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
…
10
万
円

◦
断
熱
窓
…
8
万
円

◦
電
気
自
動
車（
E
V
・
P
H
V
）…

15
万
円

◦
電
気
自
動
車
充
放
電
設
備（
V
2 

H
）…
25
万
円

◦
集
合
住
宅
用
充
電
設
備
…
50
万
円

（
住
民
以
外
も
利
用
可
能
な
場
合

は
1
0
0
万
円
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐ 

1
5
3
3
）へ
。

浄
水
器
設
置
費
補
助
金

飲
料
用
井
戸
水
に

　
市
で
は
、
各
世
帯
の
飲
料
用
井
戸

水
か
ら
対
象
物
質
が
基
準
値
を
超
え

て
検
出
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
を
除

去
す
る
た
め
の
浄
水
器
を
設
置
す
る

世
帯
と
、
浄
水
器
設
置
か
ら
5
年
以

上
経
過
し
、
故
障
な
ど
で
買
い
替
え

る
世
帯
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、

浄
水
器
の
購
入
・
設
置
前
に
、
申
請

の
手
続
き
と
審
査
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
手
数
料
を
1� 

0�

0
円
減
額
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

取
得
で
き
る
証
明

書
な
ど
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
税
務
証
明
書
に
つ

い
て
は
市
民
税
課（
☎
20
‐
1
5
1 

3
）、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
市
民

課（
☎
20
‐
1
5
2
5
）へ
。

区
の
人
は
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対
象
物
質
＝
硝
酸
性
窒
素
、
亜
硝
酸

性
窒
素
、
ヒ
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン（
塩
化
ビ
ニ

ル
ま
た
は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）、

六
価
ク
ロ
ム
、
フ
ッ
素
、
P
F
O
S
、

P
F
O
A

補
助
額
＝
浄
水
器
の
購
入
・
設
置
費

用
の
2
分
の
1（
上
限
15
万
円
。

生
活
保
護
受
給
世
帯
な
ど
は
30
万

円
を
限
度
に
全
額
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

住
民
票
な
ど
を
手
軽
に
取
得

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
イ
オ
ン（
成
田
店
を
含
む
一
部

店
舗
）な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
で
、
住
民
票
や
税
務
証

明
書
な
ど
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
年
末
年
始
と
機
器
点
検
に
伴
う
休

止
日
を
除
き
、
毎
日
午
前
6
時
30
分

か
ら
午
後
11
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

令
和
11
年
3
月
31
日
ま
で
、
コ
ン
ビ

農
作
業
と
機
械
作
業

令
和
8
年
度
の
標
準
額
が
決
定

　
農
作
業
標
準
賃
金
と
機
械
作
業
標

準
料
金
は
左
表
の
通
り
で
す
。
水
田

機
械
作
業
標
準
料
金
は
、
区
画
整
理

さ
れ
た
水
田（
30
ア
ー
ル
区
画
）を
想

定
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
乾
燥

調
製
、
育
苗
を
除
く
作
業
は
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
1
人
付
き
料
金
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
20
‐
1
5
7
3
）へ
。

住民票など税務証明書

市ホームページ

作業種目 契約
種別

標準料金
（円）＊ 備考

水田耕起 トラクター 10a
請負 7,500 ロータリー1回分の料金

水田
代かき

トラクター（①
ロータリー②ド
ライブハロー）

10a
請負

①7,500
②7,900 仕上げの料金

あぜ塗り トラクター 1m
当たり 44 100mを基礎に算出

植え付け 田植機 10a
請負 1万100 稚苗の場合（苗費は含ま

ない）
刈取脱穀 コンバイン 10a

請負 2万2,000 籾運搬費は含まない

乾燥調製 60kg
当たり 3,600 籾摺料金を含む

育苗 1箱
当たり 990 稚苗（硬化苗）の場合

畑耕起 トラクター 10a
請負 7,000 ロータリー1回分の料金

作業種目 契約
種別

標準賃金
（円） 備考

水田 1日 1万600
実労働時間は8時間畑 1日 1万500

果樹収穫 1日 9,600

農作業標準賃金

機械作業標準料金

＊消費税を含む

広報なりた 2026.4.15広報なりた 2026.4.15 10



○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
庭
な
ど
に
生
え
て
い
た
ら
、

根
か
ら
引
き
抜
き
、
枯
れ
る
ま
で
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
可
燃
ご
み（
青
色
の

指
定
袋
）と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境

計
画
課（
☎
20
‐
1 

5
3
3
）ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
被
害
防
止

水
田
・
畑
作
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
、

防
護
柵
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
交
付
決
定
さ
れ
る
前
の

購
入
費
は
対
象
外
で
す
。

対
象
＝
耕
作
面
積
が
30
ア
ー
ル
以
上

ま
た
は
年
間
の
販
売
金
額
が
50
万

円
以
上
の
市
内
の
農
業
者

補
助
額
＝
防
護
柵
の
設
置
に
か
か
る

費
用
の
50
パ
ー
セ
ン
ト（
上
限
2

万
円
）

申
請
方
法
＝
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

農
政
課（
市
役
所
4

階
）に
あ
る
申
請
書

と
必
要
書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で
農
政
課（
〒
2
8
6
‐
8�

5
8�

5 

花
崎
町
7
6
0
）へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1�

5
4 �

1
）ヘ
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

住
宅
地
を
除
く
全
域
で
実
施

　
市
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ

す
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
努
め
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

鳥
類

実
施
日

◦
成
田
地
区
…
5
月
17
日
㈰
・
24
日

㈰
・
31
日
㈰

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
5
月
31
日
㈰
、

6
月
7
日
㈰
・
14
日
㈰

実
施
時
間
＝
午
前
6
時
〜
正
午

実
施
方
法
＝
銃
器
に
よ
る
捕
獲

獣
類

実
施
期
間
＝
3
月
31
日
㈬
ま
で

実
施
方
法
＝
箱
わ
な
・
く
く
り
わ
な

に
よ
る
捕
獲

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1�

5 

4�

1
）ヘ
。

共
同
墓
地

設
置
工
事
に
補
助
金

　
市
で
は
、
既
存
の
共
同
墓
地
の
整

備
工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

必
ず
着
工
前
に
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
墓
地
＝
区
・
自
治
会
・
管
理
組

合
・
5
世
帯
以
上
で
管
理
す
る
墓

地
対
象
工
事
＝
墓
地
内
通
路
・
排
水
設

備
・
塀
・
擁よ
う

壁へ
き

の
工
事
な
ど（
20
万

円
未
満
の
工
事
は
除
く
）

補
助
額
＝
工
事
費
の
2
分
の
1
以
内

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

見
つ
け
た
ら
駆
除
を

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
5
〜
7

月
ご
ろ
に
直
径
5
〜
7
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け

る
植
物
で
す
。

　
生
命
力
・
繁
殖
力
が
と
て
も
強
く
、

一
度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
の
生

育
場
所
を
奪
い
、
生
態
系
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、
栽
培

な
ど
が
禁
止
さ
れ
る
特
定
外
来
生
物

（
上
限
1
5
0
万
円
。
騒
音
地
域
は

限
度
額
が
異
な
り
ま
す
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課
へ
。

じ
ん
か
い
集
積
所

設
置
費
補
助
金
を
交
付

　
市
で
は
、
じ
ん
か
い
集
積
所
な
ど

を
新
設
ま
た
は
、
改
造
す
る
区
・
自

治
会
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
の
上
限
額（
1
基
当
た
り
）

◦
じ
ん
か
い
集
積
所
新
設
…
19
万
5
、

0
0
0
円

◦
じ
ん
か
い
集
積
所
改
造
…
9
万
円

◦
移
動
集
積
カ
ゴ
…
6
万
円

◦
資
源
物
回
収
所
…
30
万
円

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎ 

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

4月30日㈭

※くわしくは納税課（☎20-1519）へ。

固定資産税
（第1期）

今 月 の 納 期 限

成田子ども名人戦で（29日）

3月16日㈪〜31日㈫

市 長 日 誌
市長日誌は市ホームページでも
公開しています

16日 成田高校付属小学校卒業式

17日
成田小学校卒業式
JA成田市園芸部総会
JAかとり香取西部園芸部総会

18日
農業センター理事会
成田ブランド推進会議
成田空港周辺地域共生財団評
議員会（Web会議）

19日
議会運営委員会
全員協議会
3月定例市議会閉会
農業青年会議所総会

23日
成田スポーツフェスティバル
実行委員会
成田POPラン大会実行委員会

24日
東関東自動車道（仮称）成田西
インターチェンジ建設促進期
成同盟会総会

25日 成田市農業協同組合総代会
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

26日
成田北部土地改良区総代会
千葉県水道事業運営審議会（W 
eb会議）

28日 匝瑳市制施行20周年記念式典
29日 成田子ども名人戦

香取市合併20周年記念式典
31日 職員退任式

根から引き抜き適切に処分を

市ホームページ

市ホームページ

広報なりた 2026.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2026.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です11



暮
ら
し
●
お
知
ら
せ

の

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

12
月
末
現
在
）の
財
務
等
に
関
す

る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
提
出

さ
れ
た
監
査
資
料
及
び
提
示
さ
れ

た
関
係
書
類
等
を
審
査
し
、
担
当

職
員
か
ら
口
頭
及
び
書
面
に
よ
り

説
明
を
受
け
た

結
果
＝
各
部
局
の
財
務
等
に
関
す
る

事
務
の
執
行
及
び
経
営
に
係
る
事

業
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
お
お
む

ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
が
、
一
部
に
お
い
て
、

検
討
ま
た
は
改
善
を
要
す
る
事
項

が
見
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
軽
微
な
事

項
に
つ
い
て
は
、
口
頭
で
改
善
・
検

討
の
要
望
を
行
っ
た
。
今
後
も
適

正
な
事
務
の
執
行
に
努
め
る
と
と

も
に
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
検

討
さ
れ
た
い

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局

（
☎
20
‐
1
5
7
2
）へ
。

定
期
監
査

令
和
7
年
度
の
結
果
を
公
表

　
令
和
7
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監

査
の
結
果
を
地
方
自
治
法
第
1
9
9

条
第
9
項
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

成
田
市
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
佐さ

さ々

木き　
宏ひ

ろ　
之ゆ

き

　
　
　
　
　
　
　
岩い

わ　
館だ

て　
和か

ず　
彦ひ

こ

　
　
　
　
　
　
　
秋あ

き　
山や

ま　
　
　
忍し

の
ぶ

対
象
部
局
＝
企
画
政
策
部
ほ
か
、
全

て
の
部
局（
市
立
小
中
・
義
務
教

育
学
校
は
別
途
実
施
）

実
施
期
間
＝
令
和
7
年
10
月
23
日
〜

8
年
1
月
23
日

方
法
＝
令
和
7
年
9
月
末
現
在（
議
会

事
務
局
に
あ
っ
て
は
10
月
末
現
在
、

土
木
部
及
び
都
市
部
に
あ
っ
て
は

家
屋
の
取
り
壊
し
な
ど

資
産
税
課
へ
届
け
出
を

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
1
月
1
日
現

在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所

有
者
に
、
都
市
計
画
税
は
市
街
化
区

域
内
の
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
登
記
さ
れ
て
い
な
い

家
屋
の
所
有
者
変
更
や
取
り
壊
し
が

あ
っ
た
場
合
は
、
資
産
税
課（
市
役

所
2
階
）へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度
以

降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
・

家
屋
の
所
有
者
変
更
な
ど
は
、
法
務

局
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
1 

4
）へ
。

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

豊
富
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
納
付
可
能
に

　
市
営
水
道
区
域
の
水
道
料
金
と
下

水
道
使
用
料
の
支
払
い
に
「A

EO
N

 
Pay

」
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、PayPay
・

Fam
iPay

・PayB

・au PA
Y

・

d
払
い
・
楽
天
ペ
イ
・
楽
天
銀
行
ア

プ
リ
・
銀
行Pay

・J-C
oin Pay

に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
バ
ー

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ

ラ
で
読
み
込
む
こ
と
で
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
水
道
部
業
務
課（
☎
22
‐
0
2
6 

9
）、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は

下
水
道
課（
☎
20
‐
1
5
5
3
）へ
。

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
と
維
持
管
理
費
を
補
助

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
や
台

所
・
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
で
す
。
市
で

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
や
維

持
管
理
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
単
独
処
理
浄
化
槽
や

く
み
取
り
便
槽
か
ら
、
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
設
置
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、

撤
去
工
事
に
か
か
る
費
用
な
ど
の
一

部
が
補
助
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
騒
音
地
域
は
特
例
に
よ
り
補
助
金

の
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐
1�

5 
3�
1
）へ
。

災害・各種情報を提供する「なりたメール配信サービス」へ登録を
　屋外の防災行政無線の放送が聞き取りにくい場合や、外
出している場合などでもメールで情報を受け取ることがで
きます。登録は無料です。
配信内容＝防災行政無線で放送する防災・消防・防犯情報

など
対応言語＝日本語、英語、韓国語、中国語（簡体字・繁体字）、

ポルトガル語、スペイン語、タガログ語、タイ語

登録方法＝右下のQRコードを読み取るか、登録用アドレス
（t-narita@sg-p.jp）に空メールを送信して
登録する

※防災行政無線の放送内容は防災行政無線
テレホンサービス（10120-38-3898）でも
確認できます。くわしくは危機管理課（☎
20-1523）へ。

福島　眞司 氏

副市長に福
ふく

島
しま

眞
しん

司
じ

氏

　3月定例市議会において、福島眞司
氏を副市長に再び選任することに同
意を得て、市では4月1日付けで副市長
に再任しました。
　福島氏は平成2年に建設省（現国土
交通省）に奉職。国土交通省国土技術
政策総合研究所道路交通研究部長、
東日本高速道路株式会社建設事業本
部付部長などを歴任しました。
※くわしくは人事課（☎20-1505）へ。

なりたメール
配信サービス
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